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台湾における農牧戸の動向と地域性に関する考察

一統計による分析一

康　明雄
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2．農牧戸数と農業労働力の勤向

3．奪兼業別農牧戸数の動向

4，規模別と部門別農牧戸数の動向

5，農畜産物生産額と生産性の動向

6．おわりに

壌．　はじめに

　台湾においては、戦後の経済発展に伴い、圏民経済に占める農業の割合が次第

に低下し、農工聞の所得差も生じたため、農牧戸数が減少してきた。さらに1990

年代以降は国際化の進展により、農産物市場の自由化が進み、国内の農業生産へ

の影響が重要視されてきている。

　台湾農業は戦後農…業の復興（戦後から50年代）、農業の増産（60年代）、農業

の保護（70年代）、農業の構造調整（80年代）、農業の自由化対応（90年代）と

して展開してきた（註1）。21世紀の台湾農業を展望するうえで、90年代の農業

構造の解明が：重要となる。台湾農業に関する既存文献のなかで、戦後の農業政策

の展開については詳しく述べられているが、農業構造を把握するうえで重要な農

牧戸数の統計分析を行ったものは少なく、地域的な動向の把握も欠如している。

　そこで本論文では、1990年代以降の台湾における農牧戸の動向と地域性に関す

る考察を行う。便宜的に台湾農業委員会による「農林漁牧業普査報告」（農業セン

サス）を用い、4っの地域に区分を行いながら、農牧戸数と農業労働力の動向、

奪兼業別農牧戸数の動向、規模別と部門別農牧戸数の動向、生産性の動向を把握

することにする。
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2．農牧戸数と農業労働力の動向

　まず「農林漁牧業照査報告」（註2）により区分される地域別の農牧戸数をみて

いく。台湾では北部地域、中部地域、南部地域、東部地域と大きく4つの地域に

区分されている。2000年の台湾合計の経営耕地面積は572，74畿aであるが、地域

別では、北部地域に89，734ha（15．7％）、中部地域に221，042回転38．6％）、南部地

域に210，721ha（36．8％）、東部地域に51，249ha（8。9％）となっている。一方、

表1において台湾合計の農牧戸数は721，161戸であるが、地域別では、北部地域

をこ120，601（16．7％）、中音β地域をこ307，645．（42．7％）、南音呂地域1こ256，471（35．6％）、

東部地域に36，444（5．1％）となっており、耕地の面積割合にほぼ比例する形で

中部地域と南部地域に農牧戸数が集中している。90年代前半の増減率をみると台

湾合計は一7．8％であり、各地域は一一6，5％～母．2％の問であったものが、90年代後

半には、台湾合計で一9。0％となり、農牧戸数の減少が進んだ。地域別にみると、

北部地域を除いて、各地域の減少率は高まる傾向を示している。

　表2には農牧戸人目の動向を示した。90年の428万9千人から95年の393万

人、2000年の366万9千人に減少してきた。90年代前半の増減率は一8．4％、90

年代後半の増減率は一6．6％へと低下している。地域別にみると、北部地域は90

年代前半に6．3％減少し、90年代後半は2．1％増加した。中部地域は90年代前半

に7．0％、90年代後半に8．5％と減少した。南部地域は90年代前半に10．8％、90

年代後半に7．5％減少した。東部地域は90年代前半に10．7％、90年代後半に

！5．3％減少した。北部地域のみ減少から微増となっている。中部地域と南部地域

の増減率は一7．0％～一10．8％の間で推移しているが、東部地域の減少率は他地域と

比べて高い。

　表3に示した農牧業就業人口の動向では、台湾合計で90年の95万人から95

年の87万8千人、2000年の66万7チ人へと減少している。90年代前半の増減率

表1　台湾における農牧戸数の動向
単位：戸，％

区分 実”と構’比　20◎0年

繭　写 実1’比

増減率（1995　増減率（2000
対1990年）　　対1995年）

台湾合計

北部地域
中部地域

南部地域

東部地域

721，161

120，60圭

307，645

256，471

36444

100．0

16．7

42．7

35．6

　5．1

一7，8

－6．5

－9．2

－6．6

一一 V．7

一9．0

－2．2

－9．9

－10．5

－12．3

資料：「農林漁溢泌晶晶報告」　（農業センサス）より作成。
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表2　台湾における農牧戸人口の動向
単位：千人，％

区分 繭　戸人口
1990 1995 2000

農牧戸人口の増減率

1995　・1990　2000　・1995

台湾合計

北部地域
中部地域

南部地域

東部地域

4，289

　725
1，900

1，448

　216

3，930

　679
1，766

1，292

　193

3，669

　693
1，617

1，195

　164

一8．4

－6．3

－7．0

－10．8

ヨ0．7

一6．6

　2．i

－8．5

－7．5

－15．3

資料：「農林漁期業普査報告」　（農業センサス）より作成。

表3　台湾における農牧業就業人目の動向
単位：千人，％

区分 臨 就 人口 圭。’ｦ
総就業人口に占める農
q業就業人口の構成比

1990 1995 2000
1990－　1995－

P995　　2000 1990　　1995 2000

台湾合計

北部地域
中部地域
南部地域

東部地域

950　　　　878　　　　667　　　－7．6　　－24．0　　　11．5　　　　9．7　　　　7．0

110　　　　　97　　　　　68　　－11．8　　－29．9　　　　3．3　　　　2．6　　　　1．7

395　　　　389　　　　285　　　－1。5　　－26。7　　　18。9　　　16．9　　　11．9

380　　 344　　 267　　－9。5　－22．4　　14．9　　12．9　　 9。8

65　　　48　　　47　－26．2　　－2．1　　25．1　　17．8　　18．4

資料：農業年報より作成。

は一7．6％、90年代後半は一24．0％へと減少率は急激に高まっている。地域別にみ

ると、北部地域は90年の11万人から95年の9万7千人、200◎年の6万8千人、

90年代前半の増減率は一11．8％、90年代後半は一29．9％となっている。中部地域は

39万5千人から38万9千人、28万5チ人、90年代前半の増減率は一1．5％、9◎

年代後半は一26．7％となっている。南部地域は38万人から34万4千人、26万7

千人、90年代前半の増減率は一9．5％、90年代後半は一22．4％となっている。東部

地域は6万5千人から4万8千人、4万7千人、90年代前半の増減率は一26．2％、

90年代後半は一2．1％となっている。また、90年代後半に農牧業就業人日の減少率

に着目すると北部地域、中部地域、南部地域、東部地域の順に高くなっているこ

とがわかる。

　次に総就業人日に占める農牧業就業人口の構成比をみると、台湾合計は90年の

11、5％から95年の9．7％、2000年の7．0％へと低下傾向にある。地域別の動向を

みると、北部地域は3．3％、2．6％、1．7％、中部地域は18．9％、16．9％、11．9％、

南部地域は14．9％、12．9％、9．8％、東部地域は25．1％、17．8％、18．4％といず

れの地域においても低下している。2000年時点における農牧業就業人口の構成比

が最も高いのは東部地域であり、中部地域と南部地域の順に構成比は低く、北部
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地域が最も低い。

3．奪兼業別農牧戸数の勤向

　表4には専兼業別農牧戸数の動向を示した。まず専業農牧戸数は農牧戸数の減

少に伴い90年の11万3千戸から95年の10万3千戸へと一9．1％減少している。

しかし、20◎0年には12万9千戸へと増加し、25．7％増加している。構成比にお

いても13．2％から圭3．0％、！8．0％と90年代後半では5％ほど増加している。ま

た専業農牧戸数に占める高齢農牧戸数は95年の3万7千戸から2◎◎0年の5万9

千戸と59．2％もの増加を示し、構成比は4．7％から8．1％へと増加している。

　一方、兼業農牧戸数は90年から95年、2000年にかけて、74万6チ戸から68

万9チ戸、ら9万2千戸と一7．7％、一14．主％と大きく減少している。構成比は86．8％、

87．0％、82．0％と高い割合で推移しており、90年代前半は大きく変化しなかった

が、90年代後半には構成比がやや低下している。このうち農業中心の兼業農牧戸

数の動向をみると、90年から95年、2GOO年までは14万9千戸、10万3千戸、6

万5千戸、構成比も17．3％、13．G％、9．0％と次第に減少した。一方、兼業中心

の農牧戸数は9◎年以降59万8千戸、85万6千戸、52万7千戸と減少し、構成比

では69．5％、74．0％、73．1％となっている。

　以上より、90年代前半に農牧戸数が減少し、専業農牧戸数と兼業農牧戸数も減

少し、兼業農牧戸数が高い構成比を占めていた。90年代後半には農牧戸数の減少

率が高まりを見せるなかで、高齢専業農牧戸数は増加している。兼業化と高齢化

による労働力の脆弱化が懸念されると言えよう。

　では次に専兼業農牧戸数の動向を地域別にみてみよう。表5より2000年におけ

る兼業農牧戸数の構…成比は台湾合計では82．0％であるが、北部地域は90．3％、中

表4　台湾における専兼業別農牧戸数の動向

単立　戸％
区分　　　年 農牧戸数 専業農牧戸

夢轟

兼業農牧騨

心 心

戸数 生990　　859，？72　　　113，382　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　746，390　　　148，691　　　597，699

圭995　　792，120　　　103，011　　　　36，876　　　　66，圭35　　　689，109　　　102，640　　　586，469’

2000　　721　161　　　三29　弓49　　　　58　700　　　　70　749　　　59三　？圭2　　　　6窪　880　　　526　832

量蛍減率　　　　1995対1990　　　　　　－7．9　　　　　　－9．1

　　　2000　・L995　　　　　　－9．0　　　　　　25．7　　　　　　59．2

　　　一7．7　　　－3LO　　　　－L9
7．0　　　　　－14．1　　　　　－36．8　　　　　～10．2

構成比 1990　　　　圭00．0　　　　　　13．2

1995　　　　100．0　　　　　　13．0

2000　　　　100．0　　　　　　18．0

護．7

8．1

　　　86．8　　　　17．3　　　　69，5
8．3　　　　87．0　　　　13．0　　　　74．0

9．8　　　　　　82．0　　　　　　　9．0　　　　　　73。1

資料：「農林漁牧業普査報告」　（農業センサス）より作成。

註〉高齢とは65才以上である。
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表5　台湾における兼業農牧戸数の動向
’”

ｧ：戸％

区分

農牧戸数に占める構成
艨i2000年）

搭ﾆ

　増減率
i1995年対
P990年夏

搭ﾆ

増減率
i2000年対
P995年）

搭ﾆ
、　心

台湾合計

北部地域

中部地域

南部地域

東部地域

82．0
9（）．3

81．1

79．7

79．4

73．1

86，2

71．8

69．4

66．0

一7。7

－5．4

－7．7

－8．9

－6．6

一14．1

－3．9

－16．7

－14．9

－20．1

資料：「農林漁牧業普査報告」　（農業センサス）より作成。

部地域は81．1％、南部地域は79。7％、東部地域は79．4％となっており、北部地

域は台湾合計を上馬るほど、兼業農牧戸数の割合が高い。さらに兼業中心の農牧

戸数の構成比は、台湾合計では73．1％、北部地域は86．2％、中部地域は71．8％、

南部地域は69．4％、東部地域は66．◎％となっている。

　以上により、北部地域、中部地域、南部地域、東部地域の順に兼業が深化して

いる。また90年代前半において兼業農牧戸数の増減率は台湾合計で一7．7％であっ

たが、北部地域は一5．4％、中部地域は一7。7％、南部地域は一8．9％、東部地域は一6．6％

であった。しかし、90年越後半になると、台湾合計は一14．1％、北部地域は一3．9％、

中部地域はd6．7％、南部地域は一14．9％、東部地域は一20．1％となり、北部地域で

は、この間の減少が緩やかであるのに対して、その他地域では90年代後半に兼業

農牧戸数が大きく減少しているように90年代後半以降の兼業農牧戸数の動向に

は明らかな地域差がみられる。

4．規模鋼と部門別農牧戸数の動向

1）販売金額規模別の農牧戸数の動向

　表6には販売金額規模別による農牧戸数の動向を示した。まず販売金額なしの

農牧戸数は95年の5万1千戸から2000年の6万7千戸に増加している。その一

方で、販売金額のある農牧戸数は95年の74万1千戸から65万4千戸と減少して

いる。これにより農牧戸数に占める販売金額のある農牧戸数の構成比は95年の

93．6％から2000年の9G。7％に減少している。

　次に、販売金額規模別による農牧戸数の動向をみると、90年代前半に販売金額
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表6　台湾における販売金額規模；別による農牧戸数の動向
単位；戸，％

一噛@　！
率

比 潔

メ∠ 1ggo 1995 2000 1ggo 1995 2000
1995対
P990

2000対
P995

総農牧戸数　　　　　　　859，772　792，120　721，i6王

難鵜　　 ：，1｝：lll、継1
販売金額　　2万元以下　　118，623　　－　　　55，858

　　　　　2～10万元　338，811　224，758　263，099
　　　　　玉0～20万元　204，131　189，751　150，013
　　　　　20＝7ヲ元以上　　198　207　　　282　256　　　184　870

ioO。0

13．8

39、楼

23．7

23，1

　100．0　　100．〇

二，1：1，1：1

　　5。6　　　7．7

　28．4　　36．5
　24。0　　　20。8

　35，6　　　25．6

一7．9

一62．6

－33。7

－7，0

42．4

　一9．〇

二．駕

　ll：｝

＝ll：1

資料：身熱漁牧業態査報皆」　（農業センサス）より作成。
註〉圭。販売金額は休耕の補助金を盆んである。

　2．「一」は統計資料なし。

2G万元以上層が増加したが、90年代後半には販売金額10万元以上層が減少とな

っている。販売金額規模別の農牧戸数の変化は後述する畜産部門の不振が大きな

要因と考えられる。

2）経営耕地規模別農牧戸数の動向

　表7に示したように、90年から2000年まで全体の耕地所有のある農牧戸数は

減少しているが、経営耕地規模別でみてみると、9◎年から％年にかけて、0．5ha

以下層の減少と5ha以上層の増加傾向が確認できる。しかし、95年以降になると

0．5ha以下層は増加、0．騒a～5ha以上層は減少、5飴以上層は増加傾向がみられ、

中間層から小規模零細層と大規模層の両極へ分化する傾向へと変化している。ま

た、0．1haから3ha未満までの層に農牧戸数が集中しており、特に1ha未満層に7

割以上が含まれており、90年以降の変化はほぼみられず、台湾では依然として規

模の零細性が維持されていると言える。

　また雲表より、地域的な動向をみると、北部地域、申部地域、南部地域の経営

表7台湾における経営耕地面積のある規模別農牧戸数の動向
単立；戸％

区△ 0．1ha　　壱蒲0．1－O。5ha　　　O．5－1ha　　　　　1－3ha　　　　　3－5ha　　　5haP　上　　　　　　ム毒十

農牧戸数1990台湾合計
　　　　1995台乗合誹
　　　　2000台湾合計
　　　　　　北部地域
　　　　　　詐病地域
　　　　　　南部地域
　　　　　　東部地域

亙8，19ユ

11，578

14，729

2，768

6，438

5，132

　391

380，007　　240，768　　三89，06婆

324，935　　230，972　　195，327

321，368　　　200，620　　　158，645

53，802　　　35，485　　　25，738

1弓6，506　　　85，925　　　60，509

112，111　　　69，084　　　59，412

　8　949　　　　10　126　　　12，986

三6，666　　　　5，699　　850，395

17，951　　　　5，625　　786，388

15，582　　　　6，029　　716，973

1，902　　　　　　652　　　120，347

5，146　　　　1，61凄　　306，138

6，060　　　　2，346　　254，1婆5

2474　　三爆17　 36343
捧奪威製二　　　1990台零奪合書十

　　　　1995台湾合言十

　　　　2000・台湾合誹

　　　　　　北部地域
　　　　　　中部地域
　　　　　　南部地域
　　　　　　東部地域

2．1

1．5

2．1

2。3

2．1

2．〇

三．三

44．7

護1．3

44．8

44．7

47．9

44．1

24，6

28。3

29，4

28．0

29。5

28．1

27．2

27．9

22．2

2爆。8

22．圭

21．4

19．8

23．4

35，7

2．0

2．3

2．2

1．6

1．7

2．4

6．8

o．7

0．7

0．8

0．5

0．5

0．9

3．9

100、〇

三〇〇。0

100．O

lOO．　O

圭GO。0

100．0

100．0

資料＝削回漁牧業普刑罪皆」　（農業センサス）より作成。
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耕地面積の規模別の構成比はおおむね台湾全体と岡程度である。ただし、東部地

域のみは0．1ha未満は1．1％程度、0．圭～0．5haは24。6％、0．5～1haは27．9％、1

～3haは35．7％、3飴以上は沁％以上となっており、大規模層の占める割合が高

い。

3）部門別農牧戸数の動向

　表8では部門別農牧戸数の動向を示しているが、全体として農牧戸数が減少す

る中で、耕種部門、畜産部門ともに減少している。構成比からみると、耕種部門

は90年の96．7％から95年の96．7％、2000年の97。6％と若干増加しており、一

方の畜産部門は90年の3．3％から200G年の2．4％に減少している。増減率からみ

ると、耕種部門の増減率は一8．0％程度であるが、畜産部門は喝．3％から一35．5％と

大きく減少している。それは1997年に豚の口蹄疫の発生による影響が原因である

と考えられる。

　耕種部門の構成比をみると、上位3部門は稲作、果樹、野菜である。耕種部門

では稲作の占める割合が90年の46％から95年の40．6％に減少し、200◎年には

44％に増加しており、その地位に大きな変化はない。果樹は17．5％から、17．8％、

19．0％と増加し、野菜は10，3％から、12，8％、13．9％へと増加する傾向にある。

　さらに地域別でみた耕種部門上位3部門の農牧戸数の動向を表9に示した。2000

年における台湾合計の耕種部門の農牧戸数は70万4千戸に対して、北部地域では

11万8千戸、中部地域では30万1千戸、南部地域では24万9千戸、東部地域で

は3万5千戸である。耕種部門に占める稲作構成比は台湾合計では45．1％に対し

て、北部地域は54．2％、中部地域は52．0％、南部地域は33．0％、東部地域は40．3％

となっている。果樹の構成比は台湾密計では19．4％、北部地域は9．3％、中部地

域は15．9％、南部地域は28．3％、東部地域は21．4％となっている。野菜の構成

比は台湾合計では14．2％、北部地域は20．6％、中部地域は12．9％、南部地域は

表8　台湾における部門別農牧戸数の動向
単位・戸％

〉く∠ 農牧戸合計
耕種部門　　　　　耕種部門の内訳
小計　　　　流　　　　　　　　　墾 の勧

藷産部門

小計
1990
1995
2000

859，772　　　831，704　　　395，223　　　150，695　　　　88，591　　　197，195　　　　28，068

792，120　　　765，826　　　321，399　　　141，009　　　101，396　　　202，022　　　　26，294

721　161　　　704　211　　　3三7　378　　　136　927　　　100　333　　　149　573　　　　16　950

構成比1990
　　　1995

　　2000

100．0　　　　96，7

100．0　　　　　　96．7

100．0　　　　　　97．6

46．0

40，6

44．0

17．5

17，8

19．0

三〇．3

12．8

13．9

22．9

25．5

20．7

3．3

3．3

2，4

　1995女寸1990
縢　2000女寸1995

　7．9　　　　－7．9　　　 －18．7

－9．O　　　　　　－8．0　　　　　　－1，3

一6．4

－2。9

14．5　　　　2．4　　　 －6．3

－1。0　　　　　－26。0　　　　　・一35．5

資料＝「農林漁牧鉱業査報告」　（農業センサス）より作成。

註）：耕種部門の内訳は農牧戸の主要な収益部明あるいは覆家消費で生産額が一番高い部糊である。
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表9台湾における耕種部門上位3部門の農牧戸数の動向
単位：戸，％

メ∠＼

辮　の実　と構　比（2000年
（一　　幕　　％ 00 00

農牧珂数の増減率
（1995年対1ggo年）

農牧戸数の増減率
（2000年対1995年）

諦

台湾合計

北部地域

中部地域

南部地域

東部地域

704，2三1　　　　　　45．1

1圭8，圭09　　　　　　54．2

30圭，《65　　　　　　52．0

249，圭6王　　　　　　33．0

35　476　　　　　　40．3

19．〈蓬　　　　　14．2　　－18．7　　－6．4　　　14．5　　－1，3　　－2．9　　　－1．0

9．3　　　　　20．6　　－20．5　　　－6．0　　　30．2　　　－1．0　　　7．0　　　9．0

15．9　　　　12．9　－19。8　－14．5　　18．5　　－3．8　　0，5　　－1．7

28。3　　　　　　13，4　　－15．0　　　－1．8　　　　喋．圭　　　0，2　　　－6．2　　　－9。窪

2L弓　　　　10．6　－17．6　　6．0　　0．0　 22．3　 －4。4　 喋0．9

資料：「農林漁牧業普査報告」　（農藁センサス）より作成。

13．4％、東部地域は10．6％となっている。

　また、同表より、農牧戸数の増減率をみると、90年代前半では稲作の台湾合計

は一18．7％、北部地域は一20。5％、中部地域は一一19．8％、南部地域は一15．◎％、東部

地域は一17．6％となっていた。果樹の台湾合計は一6．4％、北部地域は一6．0％、中部

地域は一14。5％、南部地域は一1．8％、東部地域は6．◎％となっていた。野菜の台湾

合計は14．5％、北部地域は30．2％、中部地域は麹．5％、南部地域は4。1％、東部

地域は0．◎％となっていた。90年代後半では稲作の台湾合計は一1．3％、北部地域

は一1．0％、中部地域は一3．8％、南部地域は0．2％、東部地域は22．3％となってい

る。果樹の台湾合計一2，9％、北部地域7．0％、中部地域0．5％、南部地域一6．2％、

東部地域一4．4％となっている。野菜の台湾合計は一1．0％、北部地域は9．0％、中

部地域は一1．7％、南部地域は母．4％、東部地域は40．9％となっている。

　表10は地域に占める耕種部門上位3部門の収穫面積の動向である。2000年の

台湾合計の耕種部門の収穫面積は89万8千鼓aであり、稲作は37．8％、果樹は

25．0％、野菜は19。4％を占めている。北部地域はIG万始であり、稲作の面積は

58．1％、果樹は13，4％、野菜は19．0％を占めている。中部地域は39万始であり、

稲作は41．2％、果樹は19．5％、野菜は21．0％を占めている。南部地域は33万7

千haであり、稲作は27．6％、果樹は32．8％、野菜は19。4％を占めている。東部

地域は7万1千haであり、稲作は39．4％、果樹は34．3％、野菜は10．8％を占め

ている。

　90年代前半には稲作と野菜の収穫面積が各地域ともに減少している。その一方

で、果樹の収穫面積は各地域とも増加している。90年代後半には稲作の収穫面積

表10　台湾における耕種部門上位3部門の収穫面縛の動向
立・ha　。。

の 2000
収穫面穰の増減率
i1995年対1990年）

収穫面穰の増山野
i2000年煽995年）

〉く∠ ha 輔 o⑪ Oo 璽 00 噛’

@　　　　　奨
台湾合計

北部地域

中部地域

南部地城

東部地域

898，004　　　　37．8　　　　25．0　　　　19．4　－20．0　　 5．7　　－7．1　　－6．6　　11．3　　 L6
99，698　　　　　　58．1　　　　　　圭3．4　　　　　　19．0　　－23．9　　　　5．6　　　－0．8　　一隻5．6　　　　7．8　　　－5．9

390，486　　　　　　41．2　　　　　　19．5　　　　　　2圭．0　　－18．4　　　　2．6　　　一圭．3　　　－7．9　　　　3．2　　　　6．6

337，11主　　　　　　27．6　　　　　　32．8　　　　　　19．4　　－22．3　　　　6．1　　－13．7　　　－3．3　　　15．8　　　－3，8

70，709　　　　　　39．4　　　　　　34．3　　　　　　1Q．8　　　－8．7　　　16．2　　－13．8　　　15．9　　　22．3　　　22．6

資料：農業年報より作成。

一9餅



が北部地域、中部地域、南部地域で減少しているが、東部地域では増加している。

その一方で、果樹の収穫面積は9◎年代前半と同様に各地域とも増加傾向にある。

野菜の収穫面積は台湾合計、中部地域、東部地域では増加しているが、北部地域

と南部地域では減少している。

　地域毎の耕種部門上位3部門の構成比をみると、北部地域や中部地域では稲作

の占める割合が高い。また、南部地域や東部地域では果樹の占める割合が高い。

野菜については一概に言えないが、大規模な農牧戸が多い東部地域では野菜の占

める割合は低いと言える。

5、農畜産物生産額と生産性の動向

1）農蕾産物生産額の動向

　表11は台湾における農畜産物生産額の地域別構成比である。まず、台湾合計に

占める比論生産額の構成比をみると、北部地域は90年の10．2％から95年の9。1％、

2000年の8．4％と次第に減少している。中部地域は90年の41．7％から95年の

43．3％、2000年の45．2％と次第に増加している。南部地域は90年の42．6％から

95年の42．3％、2000年の41．6％と次第に減少している。東部地域は90年の5．4％

から95年の5．4％、2000年の4．8％と停滞している。

　耕種部門生産額の構成比では、北部地域は90年の8．7％から95年の9．6％、2000

年の8．3％と一旦増加したが、また減少している。中部地域は90年の46。3％から

95年の48．9％、2◎00年の48．8％と一旦増加して維持している。南部地域は90

年の37．8％から95年の33．7％、2◎00年の36．6％と一旦減少したが、再び増加し

ている。東部地域は90年の7．1％から95年の7．8％、2000年の6．4％と～豊増加

して減少している。

　畜産部門生産額の構成比では北部地域は90年の至2．6％から95年の8．6％、2000

年の8．6％と一旦減少して維持している。中部地域は9◎年の34．1％から95年の

表11台湾における農畜産物生産額の構成比
乱立　％

年

農畜産物生産額の構成沈
1990　　　　　1995　　　　　2000

耕種部門の講成比
1990　　　　　1995　　　　　2000

畜産部門の構成比
1990　　　　　1995　　　　　2000

台湾合言十　　100．0　　10G．0　　100．0　　100，0

北部地域　　　10．2　　　9．1　　　8．4　　　8，7

中部地城　　 4L　7　　　喋3．3　　　45．2　　　46．3

南部地域　　 42．6　　　 42。3　　　 4L6　　　 37．8

東部地土甥～　　　　　5．4　　　　　　5。4　　　　　　4．8　　　　　　7．隻

隻00．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0

9，6　　　　　　8．3　　　　　圭2．6　　　　　　8．6　　　　　　8．6

48．9　　　 48．8　　　 34．1　　　36．7　　　 39．8

33．7　　　　　36．6　　　　　50．5　　　　　52．2　　　　　喋9．2

7．8　　　　　　6．4　　　　　　2．7　　　　　　2．5　　　　　　2．4

資料：農業年報より作成。
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36，7％、2000年の39．8％と次第に増加している。南部地域は90年の50．5％から

95年の52．2％、20◎0年の49．2％と一旦増加したが、また減少し，ている。東部地

域は90年の2．7％から95年の2．5％、2◎0◎年の2．4％と停滞している。

　以上のような構成比で中部地域と南部地域が農畜生産の中心地であることが

わかる。2000年の農畜生産額の構成比では中部地域が南部地域より3．6％、耕種

部門生産額の構成比では中部地域が南部地域より12、2％高かった。畜産部門生産

額の構成比では南部地域が中部地域より9．4％高かった。このようなことから中

部地域が台湾の耕種部門の中心生産地、南部地域が畜産部門の中心生産地と言え

るだろう。

2）耕種部門生産額の構成比

　表12は地域別に農畜産物生産額に占める耕種部門の構成比を示したものであ

る。台湾合計は90年から2000年まで、53％から63％の間で推移している。北部

地域は53％から60％、中部地域は60％から70％、南部地域は42％から56％、東

部地域は78％から81％の間で推移している。2000年の構成比をみると、各地域

は50％以上を越え、東部地域と中部地域に農畜産物生産額に占める耕種部門の構

成比が北部地域と南部地域より高いことを示している。

3）生産性の動向

　表13は地域別における1戸当たり農畜産物生産額と1ha当たり耕種部門生産

性を示したものであり、それは生産性の地域的な動向としても把握することがで

きる。1戸当たり農畜産物生産額では台湾合計は2000年で37万8千元に対して、

北部地域は19万元と低く、中部地域と南部地域はそれぞれ40万1千元と44万2

千元と高く、東部地域は35万8千元と台湾合計より低くなっている。また1990

年を100とした指数でみてみると、2000年まで1戸当たり農奮生産額が最も伸び

表12　地域別に農畜産物生産額に占める耕種部門の構成比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　⊥・　骨　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ム　　0

曲玄産物生産額に占める　種部弓の構’比
1990 1995 2000

台湾合計

北部地域
中部地域
南部地域
東音地麺

62。1

53．2

69．0

55．1

810

53。6

56．2

60．6

42．7

784

60．6

59．6

65．3

53。3

804
資料：農業年報より作成。
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表13　台湾におけ生産性の動向
”立：チー　Oo

1戸当たり農畜産物生産額
　1990　　　　　1995　　　　2000

1ha当たり耕種部門生産額
　　199◎　　　　　1995　　　　2000

　　台湾合計
　　　北部地域
実数　中部地域
　　　南部地域
　　　東部地域

259
173

247

310
270

384
225
386

449

393

378
190

401

442
358

124

87

137

123

122

164

139

182

147

176

184

137

206

179

148

　　台湾合計
　　　北部地域
手美濃　　中晋匹地域

　　　南部地域
　　　　音地垣

100

100

100

100

100

148

130

156

145

146

146

110

162

143

133

主00

圭00

1GG

100

100

132

159

133

120

144

148

158

151

146

122

資料：農業年報より作成。

ているのは中部地域の162％であり、南部地域がそれに続き143％、その後は東部

地域の133％と北部地域の110％である。

　また1ha当たり耕種部門生産額をみると、2000年で最も高いのは中部地域の20

万6千元であり、その次は南部地域の17万9千元、東部地域の14万8千元、北

部地域の13万7千元である。90年を100とし、2000年に北部地域、中部地域、

南部地域の伸び率に対して、東部地域は低い。

6，　おわりに

　本論文では統計資料を用いて、農牧戸数と労働力の動向、専兼業別農牧戸数の

動向、規模別と部門別農牧戸数の動向、生産性の動向を分析し、1990年代以降、

台湾における農牧戸の動向と地域性に関する考察を行ってきた。

　以下要約すると、台湾では90年以降、農牧戸数の減少とともに農業労働力に関

する農牧戸人日と農牧業就業人口も減少してきた。そして農牧戸数の8割以上は

兼業農牧戸である。台湾において高齢化と兼業化による労働力の脆弱化は著しく

進展していることが示された。また経営耕地面積では1ha未満層が多く、その零

細性には変化がみられなかった。なお、耕種部門のなかでは稲作、果樹、野菜が

多く占めており、生産額に占める位置づけも畜産部門より耕種部門の方が高い。

　地域別の動向をみると、北部地域は農牧戸数の変動は他地域に比べて、緩やか

であり、90年代後半には農牧戸人口が他地域とは逆に増加するほどであった。総

就業人口に占める農牧業就業人口の構成比が最も低く、兼業率が最：も高い。90年

代前半には野菜、90年代後半には果樹と野菜の農牧戸数が増加してきた。台湾合
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計に占める農畜産物生産額の構成比は減少しており、1戸当たり農畜産物生産額

と1ha当たり耕種部門生産額が他地域より低い点が特徴である。

　中部地域は経営耕地面積が最も広いことから農牧戸数、農牧戸人口と農牧就業

人口が他地域より多い。兼業農牧戸数の構成比は北部地域に次いで高い。そして

稲作農牧戸数が他地域より多いという特徴を示している。また、台湾の耕種部門

に占める農畜産物生産額の構成比が他地域より高く、1ha当たり耕種部門生産額

が他地域より高い点が特徴である。

　南部地域は経営耕地面積、農牧戸数、農牧戸人葭と農牧就業人口が中部地域に

次ぎ多い。2000年では果樹農牧戸数の構成比が他地域より高い。台湾合計に占め

る畜産部門の構成比が半分近くなり、他地域より高く、また地域に占める畜産部

門の構成比も高いため、1戸当たり農畜産物生産額が他地域に比べて高い点が特

徴である。

　東部地域は経営耕地面積が最も少ないことから農牧戸数が他地域よりはるかに

少なく、農牧戸人口と農牧業就業人口も少ない。また兼業農牧戸数の構成比が最

も低い。経営耕地面積規模は他地域より大きく、耕種部門の割合が圧倒的に高い

のが特徴である。

　なお、地域的な特徴として、中部地域では土地生産性が高く、これから台湾農

業の展開方向を見定めるうえで重要な位置にあると考えられる。したがって、今

後は中部地域の農業経営の実態について詳しく分析する必要がある。

（註）

（註の板垣［1］は1950年代以降、①食料増産期（王953－72年）、②選択的拡大期

（73－82年）、③生産調整期（83－90年）、④国際化対応期（勝年～）と4つの画

期に区分した。木下［2］は1960年以降、①農業の転換期（60年代）、②農業の近

代化促進期（70年代）、③農業構…造調整i期（80年代）、④総合調整期（90年代）

と4っの画期に区分した。水野［4］は1945年以降、①戦後の農業復興期（1945～

52年）、②農業i増産（1953～68年）、③農工問の均衡発展（1969～81年）、④農業

基盤の強化（1982～91年）、⑤農業生産の合理化・効率化（1992～2001年）と5

つの時期に区分している。

（註2）以下は台湾膿林醗酵呼時査報告」（農業センサス）の用語を解説したも

のである。

圭．農牧戸調査の対象

エ）20GO年の年末に経営（借入や受託を含む）の耕地面積が0．05ha以上儂産
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物を植えているかどうかを問わず）。

2）2000年の年末に三頭以上の大型動物を飼養している。

3）200◎年の年末に3頭以上の中型動物を飼養している。

4）2000年の年末に100羽以上の小型動物を飼養している。

5）2000年の一年中に販売或いは自家用の農畜製品の生産額は2万元以上。

2．農牧戸の用語解釈

1）農牧戸人口：2◎00年の年末にその世帯に共同居住し、共同生活を営む人口（戸

籍人口ではない）数の合計。

2）専業農牧戸；農牧戸世帯が自家の農牧業の仕事しか従事してない（農牧業の

観光休閑を含む）。或いは世帯の中である人が自家農牧業以外の仕事を従事してい

るが、1年以内にその仕事に従事日数は30碍以下、しかもその収入は2万元に達

してない。

3）兼業農牧戸：農牧戸世帯が自家の農牧業以外の仕事を従事したが、1年以内

にその仕事の従事日数は30日を超え、或いは収入が2万元を超える。

（1）農牧業を中心に：1年中の自家農牧業の製品の販売金額及びサービス性の

収入が自家農牧業以外の仕事の収入より大きい。

（2）兼業中心：1年中の自家農牧業の製品の販売金額及びサービス性の収入が

自家農牧業以外の仕事の収入より小さい。

①自家農牧業製品の販売金額及びサービス収入：農牧戸が農耕、牧畜の農畜製品

の生産額（自家消費部分を含む）及び農牧業観光サービスを提供する収入、現金

支払いの生産費用（設備、機械の償却費を含まない）を引いた後の残高。

4）経営耕地：2000年の年末にその農牧戸が使用権（経営権）を持ち、農作物を

栽培可能な土地。それは農牧戸自身が使用可能な耕地、他人から借り入れ或いは

委託経営の耕地。しかし、2000年と200圭年の問に短期間で借り入れる場合、そ

れはその農牧戸の耕地としない。また、委託されて耕作している耕地はその農牧

戸の耕地としない。
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